
 

 

 

４月１９日(月) 個別面談始まり（～２３日）  

      

 

 

                     肢体不自由教育部門  副校長 松本 忍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   令和７年 11 月 17 日  

    永福学園通信 
                             東京都立永福学園  

                             統括校長  三浦  昭広   

実りの秋を迎え、学習に最適な季節となりました。永福学園では現在、秋の学校行事が

最盛期を迎えています。児童・生徒たちは、行事の事前学習や事後学習を通じて目標を  

確認し、振り返りを重ねながら日々成長を続けています。保護者の皆様には、体調管理を

はじめ様々な面にわたり御協力を賜り、感謝申し上げます。  

そして 12 月になると行事も一段落し、通常の学習にじっくり取り組める時期となり  

ます。特に３年生と６年生にとっては、就労・進学に向けた大切な準備期間です。高い 

意欲をもって学習に励み、面談などを通して自己を振り返る良い機会としてください。  

さて、今号では児童・生徒の「学び」と「成長」を社会貢献活動や学校行事などの教育

活動の様子からお伝えします。  

 本校では、社会貢献活動を児童・生徒が地域社会や環境、福祉などの課題解決に向けて

主体的に学ぶ活動と位置付け、両部門の高等部では総合的な探究の時間、小学部・中学部

では総合的な学習の時間、生活、生活単元学習を中心に取り組んでいます。就業技術科は

明治大学和泉キャンパス構内での清掃・販売活動、肢体不自由教育部門では、永福商店街

と連携した美化活動（絵と花による装飾）や福祉施設での高齢者交流を通して、様々な  

経験を積んでいます。学校周辺や自分の暮らしている街をきれいにする喜びを感じ、環境

問題への意識を高めるとともに、高齢者との交流から相手を思いやる気持ちや共生社会

について考える貴重な機会となっています。  

また、普段とは異なる学習環境での活動を通して、児童・生徒たちは、  

・自分の役割に対する責任感  

・自分の行動が他者の役に立つ喜び  

・日頃の学習の成果を発揮できた自己有用感  

・地域の方々との協力を通したコミュニケーション能力の向上  

・困難な状況に直面した際の適切な行動選択  

など、多くの学びと成長を実感しています。   

本校のこうした取組は、10 月 24 日（金）に開催された第２回学校運営連絡協議会で、

外部の協議委員の皆様から感謝と称賛のお言葉をいただきました。一方で、保護者の皆様

にも、より積極的にお伝えすべきとの御意見も頂戴しています。今後は、学園通信や  

ホームページ等を通じて、活動内容や成果をさらに充実させて発信してまいります。  

どうぞ御期待ください。 

 

 

実りの秋に育む「学び」と「成長」  

 

第７号  



《  肢体不自由教育部門  中学部  》職業・家庭  

高等部就業技術科生徒に「カフェで働くこと」についてインタビュー  

 職業・家庭では、カフェの接客について学習しました。事前学習では、安全な調理と

元気な接客を目指し、永福カフェで学習する就業技術科食品コースの生徒の皆さんに 

「カフェで働くこと」についてインタビューしました。生徒たち

は、緊張しながらも「接客で大切なこと、仕事で大変なことは何  

ですか。」などの質問をすると、「笑顔で接客することを心掛けて  

います。」「仲間と協力することが大切です。」と教えてくれました。

教えていただいたことを生かして、韓国のダルゴナコーヒーの  

カフェを教室でオープンし、沢山の先生方に元気よく、笑顔で接客

をすることができました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部門の教育活動の紹介  

東京都立永福学園  
副 校 長 安田 泉  松本 忍  篠塚 奈緒子  

主幹教諭 三浦 千尋  吉岡 美佳  

〒168-0064 

東京都杉並区永福１丁目７番 28 号 

電話 03-3323-1380   

《  高等部就業技術科  》１年生移動教室  ～群馬県赤城方面～  

生徒の感想「アドベンチャーラリー」  

移動教室でアドベンチャーラリーをしました。アドベンチャーラリー

は、隠されている番号を見付けるためにグループで山の中を歩く    

レクリエーションです。始めは、動物や蜂が出るのではないかと少し   

心配でしたが、自然が好きなので、楽しみでもありました。山道を    

進んでいくと、変なキノコや植物があったので、とても面白かったです。

途中、出会った他のクラスの友達から、どこに番号があるか聞き出そう

としましたが、教えてもらえませんでした。みんな優勝したい気持ちが  

大きかったので仕方ないと思いました。  

その後、順調に番号を見付けていき、ぼくのクラスが５４番を見付け

ました。周りには他のクラスもいましたが、５４番は誰も見付けていな

かったので、みんなそのことを話していました。ついにぼくのクラスが

ラリーで１位を取ることができました。ぼくは、このラリーで、みんな

で助け合いながら協力していくことが大切だと思いました。これからも

クラスで困ったことや悩んでいることがあったら、みんなで協力して  

助け合っていきたいです。  

《 肢体不自由教育部門 高等部 》総合的な探究の時間  

「社会貢献活動」 

 １年生は、就業技術科から仕事を請け負うことを通して社会貢献する取組を進めて   

います。事前学習では、就業技術科の職業に関する専門コースの授業見学に行って   

きました。生徒たちは、就業技術科の生徒の皆さんからの丁寧な説明を興味深く真剣に   

聞いていました。依頼された仕事は、食品コースの「永福 

カフェの窓に飾る装飾作り」と、事務コースの「企業配布用  

のカレンダーに載せる写真素材の撮影」です。学年で協力  

して仕事を進め、 1 月に納品に行く予定です。今後は、校内 

で学んだことを基盤に段階的に外部での活動へと広げていき  

ます。 

 

 

サファリパークの

マーラ  

ラリーの様子  


